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高知県と静岡県から得られたハタ科アカハタ属魚類 5種の記録

橘　皆希 1・遠藤広光 1

Five species of groupers (Epinephelidae) were collected 
from Kochi Prefecture, Japan: four specimens [44.7–201.7 mm 
standard length (SL)] of Epinephelus corallicola (Valenciennes, 
1828), one (229.2 mm SL) of Epinephelus fasciatomaculosus 
(Peters, 1865), one (164.2 mm SL) of Epinephelus howlandi 
(Günther, 1873), two (53.6–114.7 mm SL) of Epinephelus mac-
rospilos (Bleeker, 1855), and one (27.4 mm SL) of Epinephelus 
melanostigma Schultz, 1953. Further, a single specimen (45.2 
mm SL) of the last was also collected from Shizuoka Prefecture, 
Japan. These 10 specimens represent new records from the two 
prefectures. In addition, the northernmost records for E. coralli-
cola and E. melanostigma were updated.
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 Abstract

ハタ科アカハタ属魚類（Epinephelidae; Epinephelus）は背

鰭棘数が 11，臀鰭軟条数が通常 8，腹鰭起部が基本的に胸鰭

基底部の直下もしくは後方に位置する，口蓋骨歯があるな

どの特徴から他属と概ね識別される（Heemstra and Randall, 

1993；瀬能，2013；中村・本村，2022）．ただし，これらは

日本産の本属と他属を識別できる形質であり，多様な形態を

もつ多くの種を含む本属では，日本産種に限っても形態的特

徴を定義することは困難とされている（中村・本村，2022）．

これまで Epinephelusにはマハタ属の標準和名が適用されて

いたが，本属に含められその語幹となっていたマハタやマ

ハタモドキは，Craig and Hastings (2007)により Epinephelus

から Hyporthodusへ帰属が変更され，それぞれの学名は

Hyporthodus septemfasciatus (Thunberg, 1793) と Hyporthodus 

octofasciatus (Griffin, 1926)になった．その後，中村・本村（2022）

により，Epinephelusに対して標準和名アカハタ属が提唱され，

標準和名マハタ属は Hyporthodusに適用された．

アカハタ属魚類はおもにインド・太平洋の熱帯・亜熱帯水

域に広く分布し，東部太平洋や大西洋にも分布する（Parenti 

and Randall, 2020）．本属魚類には最大全長が 30 cmに満たな

い種から 270 cmに達する種まで多様な種が含まれ，食用と

しての需要が高いことから商業的にも重要で，野生個体の漁

獲のみならず種苗生産や養殖も盛んに行われている（Randall 

and Heemstra, 1991; Heemstra and Randall, 1993; Craig et al., 

2011）．本属には世界で約 90種が，日本からは 44種が知ら

れている（Parenti and Randall, 2020；中村・本村，2022；本

村，2023）．そのうち，高知県からは 27種の記録がある（蒲

原，1931a, b；平田ほか，1996; Motomura et al., 2007；瀬能，

2013；藤原ほか，2015; Inoue et al., 2020；鈴木ほか，2020）．

高知大学理工学部海洋生物学研究室（BSKU），神奈川県立

生命の星・地球博物館（KPM），および国立科学博物館（NSMT）

所蔵の魚類標本コレクションから，高知県初記録となるハ

タ科アカハタ属のホシヒレグロハタ Epinephelus corallicola 

(Valenciennes, 1828)，オビハタ Epinephelus fasciatomaculosus 

(Peters, 1865)，ヒレグロハタ Epinephelus howlandi (Günther, 

1873)，キビレハタ Epinephelus macrospilos (Bleeker, 1855)，お

よびスミツキハタ Epinephelus melanostigma Schultz, 1953と静

岡県初記録となるスミツキハタを確認した．これらのうち，

ホシヒレグロハタとスミツキハタは，それぞれの種の分布の

北限を更新する．

材料と方法
調査標本の計数・計測方法は，Randall and Heemstra (1991)

にしたがった．ただし，ホシヒレグロハタ 2標本（NSMT-P 

141396, 141397）とヒレグロハタ（BSKU 102719）は側線

が損傷しているため，縦列鱗数（longitudinal scale rows）

と側線有孔鱗数（lateral-line scales）を計数項目から除い

た．標準体長は体長または SL，と表記した．計測はデジ

タルノギスと両針コンパスを用いて 0.01 mm単位まで行

い，小数第 2位を四捨五入した．計測形質は体各部の体長

に対する割合とした（Table 1）．調査標本は 10%ホルマリ
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ン水溶液で 1週間以上固定したのち，70%アルコール水

溶液に置換して保存した．本報で記した各種の学名は本

村（2023）にしたがった．ホシヒレグロハタの生鮮時の

色彩は BSKU 134703と BSKU 134704に，固定後の色彩は

NSMT-P 141396と NSMT-P 141397にそれぞれ基づく（Figs. 

1A, B, 2A, B）．また，キビレハタの生鮮時の色彩は BSKU 

86400に基づくが，斑点の位置や個数などは，生鮮時の写

真がない BSKU 83103の情報も加えた（Figs. 1D, 2D）．調

査標本は，高知大学理工学部海洋生物学研究室（BSKU），

神奈川県立生命の星・地球博物館（KPM）および国立科

学博物館（NSMT）に保管されている．なお，神奈川県立

生命の星・地球博物館に登録された標本番号（KPM-NI）

および写真資料番号（KPM-NR）は，電子台帳上に記され

た数字 7桁のうち，付加されたゼロを除いた有効数字のみ

で示した．また，国立科学博物館保管の標本は，2012年

に高知高等学校の魚類標本コレクション（KSHS）から移

管された（Endo et al., 2015）．本報に記した調査標本以外

の研究機関略号は，Sabaj (2020)のとおりである．

Epinephelus corallicola (Valenciennes, 1828)

ホシヒレグロハタ
（Figs. 1A, B, 2A, B; Table 1）

標本　4 標本（体長 44.7–201.7 mm）：NSMT-P 141396

（KSHS 18099）， 体 長 201.7 mm，NSMT-P 141397（KSHS 

18079），体長 170.4 mm，高知県幡多郡大月町柏島，1979

年 6月 7日；BSKU 134703，体長 53.9 mm，BSKU 134704，

体長 44.7 mm，高知県幡多郡大月町平山，古満目湾最奥部，

平山川河口付近，2023年 10月 29日，手網，難波拓登．

記載　体は前後に伸長した楕円形で側扁し，後端に進
むにつれより強く側扁する．体高は高く（稚魚の BSKU 

134703, 134704はやや低い），背鰭第 1棘基部付近で最大

（NSMT-P 141396では腹部が肥大し，背鰭第 6棘基部付近

で最大；稚魚標本は背鰭第 2棘基部付近で最大）．頭部背

縁の輪郭は背鰭第 1–2棘基部付近から吻端までやや強く下

降する（NSMT-P 141396では背鰭第 6棘基部付近から背

鰭基部前端付近まで緩やかに下降し，背鰭基部前端付近か

Fig. 1. Fresh specimens of four species of Epinephelus collected from Kochi (A–E) and Shizuoka (F) prefectures, Japan. A, B: Epi-
nephelus corallicola, (A: BSKU 134703, 53.9 mm SL, Otsuki Town, Hata District; B: BSKU 134704, 44.7 mm SL, Otsuki Town, 
Hata District), C: Epinephelus howlandi, BSKU 102719, 164.2 mm SL, Sukumo City; D: Epinephelus macrospilos, BSKU 86400, 
114.7 mm SL, Tosa City; E, F: Epinephelus melanostigma, [E: BSKU 67188, 27.4 mm SL, Muroto City; F: KPM-NI 40220 (KPM-
NR 109272), 45.2 mm SL, Ito City]. Photos by BSKU (A–E); H. Senou (F).
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ら吻端までやや強く下降する）．両眼間隔域は僅かに凹む．

鼻孔は 2対で，前鼻孔と後鼻孔は互いに接近し，眼窩の直

前に位置する；前鼻孔は円形で皮弁が発達する；後鼻孔は

管状に伸びる（NSMT-P 141396, 141397のみ）．口は端位；

吻は尖り，下顎前端が上顎前端より僅かに突出する；上

顎後端は丸みを帯び，眼窩後端の直下に達する．両顎に

は不規則な 2–4列の円錐歯が並ぶ；両顎ともに，先端部に

なるにつれて歯列が増えて幅広くなる；上顎の円錐歯は先

端部で肥大し，内側に湾曲する；口蓋骨歯がある．前鰓蓋

骨後縁は鋸歯状で，後縁上部では細かく，後縁下部に向か

い粗くなる；前鰓蓋骨隅角部から下縁にかけては平滑（稚

魚標本の隅角部は鈍い鋸歯状）．主鰓蓋骨棘は 3本で，中

央の棘が最も強大；上方の棘は基部が皮下に埋没し，先端

は僅かに露出する（稚魚標本は皮下に埋没するか先端が僅

かに露出する）；下方の棘は全体が皮下に埋没する（稚魚

標本は先端が露出する）．間鰓蓋骨と下鰓蓋骨の間に明瞭

な欠刻がある．背鰭第 1棘基部は胸鰭基部直上のやや後方

に位置し，第 3棘または第 4棘が最長；棘条間の鰭膜は浅

く切れ込む；軟条基部前端は臀鰭起部直上とほぼ等位；軟

条部の縁辺は丸みを帯びる．臀鰭の棘条は第 3棘が最長（稚

魚標本は第 2棘が最長）；軟条部の縁辺は背鰭軟条部と同

様に丸みを帯びる．胸鰭後縁は丸みを帯び，その後端は肛

門に達するか僅かに達しない．肛門は背鰭第 10棘基部と

ほぼ等位（NSMT-P 141396では背鰭第 9棘基部とほぼ等

位）．腹鰭起部は胸鰭基部直下のやや後方に位置する（稚

魚標本では胸鰭基部とほぼ等位）．尾鰭後縁は丸みを帯び

る．体側鱗は細かな櫛鱗．両唇と胸鰭腋部は無鱗．側線鱗

は管をもち，開口部は単一（NSMT-P 141396, 141397の側

線は損傷が著しく，確認できない）．

色彩　生鮮時（Fig. 1A, B）―頭部と体側の地色は灰色

みを帯びた褐色で腹側に向かい薄くなる．頭部と体側には

瞳孔より小さい白色斑点が散在し，濃褐色の太い縁取りを

もつ．白色斑点の一部は，縁取りが途切れるものもある．

白色斑点は円形で，上顎とその後方および下顎とその下方

では不定形．背鰭の地色は褐色で，少数の白色斑点がある．

背鰭の白色斑点の多くは軟条部にある．胸鰭は黒みを帯び，

少数の黄色みを帯びた白色斑点が散在する．腹鰭の地色は

褐色で，基部は茶褐色．臀鰭の地色は褐色で，軟条部前方

には濃褐色で縁どられた 1個の白色斑点があり，軟条部中

央から後方に 2個の小白色斑点がある．尾鰭の地色は褐色

で，前方に少数の白色斑点がある（BSKU 134704では尾

鰭全体に白色斑点がある）．尾鰭基部の白色斑点は濃褐色

の縁取りがある．腹鰭を除いた各鰭の縁辺は淡色で縁どら

れる．

固定後（Fig. 2A, B）―頭部と体の地色は茶褐色で，下

縁では薄い．各鰭の地色は茶褐色で，胸鰭と腹鰭の後端は

黒みを帯びる．頭部，体側，胸部，腹部，および各鰭に瞳Ta
bl
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孔より小さな円形から楕円形の濃褐色斑点が散在する．体

側の濃褐色斑点は尾鰭側の上方から頭部側の下方にかけて

斜めに配列する．NSMT-P 141396の体側では，一部の円形

褐色斑点が 2個連なることで楕円形褐色斑点を形成する．

両顎に輪郭がやや不明瞭な褐色斑点がある．体の背縁には

大きな黒色斑紋がない．

分布　日本，台湾南部からパプアニューギニア，ソロ
モン諸島，オーストラリア北部までの西太平洋に分布す

る（Randall and Heemstra, 1991; Heemstra and Randall, 1993; 

Heemstra et al., 2011c；瀬能，2013; Hata, 2017）．日本では

高知県，日向灘，鹿児島県本土（薩摩半島），琉球列島（奄

美大島，徳之島，沖縄島，西表島）から記録がある（三浦，

2012；瀬能，2013；吉郷，2014; Iwatsuki et al., 2017; Nakae 

et al., 2018; Mochida and Motomura, 2018；桜井，2019；下瀬，

2021；中村，2022；本研究）．

備考　本 4標本は，背鰭棘数が 11，臀鰭が 3棘 8軟

条，口蓋骨歯がある，尾鰭が円形，体側の濃褐色斑点が

尾鰭側の上方から頭部側の下方にかけて斜めに配列する

（NSMT-P 141396, 141397），体側の斑点は網目模様を形成

しない，腹部および胸部に濃褐色斑点が散在する（NSMT-P 

141396, 141397），間鰓蓋骨と下鰓蓋骨の間に明瞭な欠

刻がある，後鼻孔が管状で伸長する（NSMT-P 141396, 

141397），頭部と体側の白色斑点が濃褐色に縁どられる

（BSKU 134703, 134704）などの特徴が Randall and Heemstra 

(1991)，瀬能（2013），および桜井（2019）が示したホシ

ヒレグロハタ E. corallicolaの標徴と一致したため，本種に

同定された．

本種の分布記録は上記のとおりであり，本報が本種

の高知県および四国沿岸からの初記録となる．また，こ

れまでの本種の北限記録は Iwatsuki et al. (2017)が報告

した日向灘であり，これは宮崎県東臼杵郡門川町庵川産

（32°28′59″N）の標本に基づく［KAUM–Ⅰ. 171654（MUFS 

42238：2022年に宮崎大学農学部から鹿児島大学総合研究

博物館に移管）］．したがって，本報の高知県幡多郡大月町

平山（32°47′36″N）で採集された標本が，本種の分布の北

限を僅かに更新する記録となる．

本種の稚魚（特に体長 30–60 mm）は，頭部体側と各

鰭に瞳孔大かそれより大きな白色斑点が散在し，頭部と

体側の白色斑点が濃褐色に縁どられるか，白色斑点の上

下縁に小さな濃褐色斑点が 2個連続することで同属他種

と識別できる（Randall and Heemstra, 1991; Heemstra and 

Randall, 1993; Heemstra et al., 2011c; Fig. 1A, B）．この白色

斑点は成長に伴い薄くなり，体長 130–140 mmほどで消失

し，それに並行して濃褐色斑点が形成される（Randall and 

Heemstra, 1991; Heemstra and Randall, 1993; Heemstra et al., 

2011c：Fig. 2A, B）．また，全長約 140–150 mm以上にな

ると，後鼻孔が伸長するとされる（Randall and Heemstra, 

1991; Heemstra and Randall, 1993; Heemstra et al., 2011c）．体

長 53.9 mm，44.7 mmのBSKU 134703とBSKU 134704では，

頭部と体側の白色斑点が濃褐色に縁どられており，上記の

特徴と一致する．体長 201.7 mmと 170.4 mm（全長 250.0 

mmの NSMT-P 141396，213.5 mmの NSMT-P 141397）では，

後鼻孔が管状で伸長するが，体側の白色斑点は確認できな

かった．しかし，これは成長に伴う消失か，固定後による

ものかは定かではない．

瀬能（2013）は体の背縁に 1–3個の大きな黒色斑紋が

あることを，ホシヒレグロハタおよびヒレグロハタの標徴

とした．しかし，ホシヒレグロハタには黒色斑紋が存在し

ない［三浦，2012: 29；中村，2022: 95 (KAUM–I. 200556, 

257.8 mm SL)］，もしくは体の背縁に不明瞭な褐色斑紋が

存在し，薄い褐色斑紋上に瞳孔より小さな円形濃褐色斑点

をもつ個体がいる［Randall and Heemstra, 1991: fig. 60 (RUSI 

27682, 133 mm SL)；瀬能，1994: fig. 1 (IOP–3474, 224.7 mm 

SL)；桜井，2019: 88 (NSMT-P 128095, 273.3 mm SL)］．本 4

標本では，そのような黒色斑紋は確認できない．また，不

明瞭な褐色斑紋は，BSKU 134703と BSKU 134704では確

認できないが，NSMT-P 141396 と NSMT-P 141397では固

定後 40年以上が経過しているため消失した可能性がある．

したがって，体の背縁に黒色斑紋がない個体が存在するこ

とから，瀬能（2013）が本種の特徴とした体の背縁に 1–3

個の大きな黒色斑紋をもつことは，有効な識別形質ではな

いと考えられる．しかし，体の背縁の色彩は成長に伴い変

化する可能性があるため，さらなる検討が必要である．

本種は，沿岸浅所の泥底の岩礁やサンゴ礁のほか，河

口域にも生息し，汽水域の環境も好むことが知られてい

る（Randall and Heemstra, 1991; Heemstra and Randall, 1993; 

Heemstra et al., 2011c；瀬能，2013；吉郷，2014）．また，

吉郷（2014）は西表島の西田川河口で本種を頻繁に確認

したと述べた．これらと同様に，本報の BSKU 134703と

BSKU 134704も河口付近から採集された．

本種は体長 300 mmほどの個体で，卵巣が発達するこ

とが知られている（Heemstra and Randall, 1993）．そのた

め，本 4標本（体長 44.7–201.7 mm）はいずれの個体も未

成魚と判断される．柏島産の NSMT-P 141396と NSMT-P 

141397は全長 200 mmを超えるまでに成長しており，6月

初旬に採集された．また，高知県柏島の魚類相を網羅的に

記録した平田ほか（1996）によると，冬季の表面水温は例

年 3月初頭で 16℃前後に低下するが，4月には 20℃に回

複する地点も存在するとした．そして，アカハラヤッコ

Centropyge ferrugata Randall and Burgess, 1972，シマタレク

チベラ Hemigymnus fasciatus (Bloch, 1792)，およびオグロ

トラギスParapercis pacifica Imamura and Yoshino, 2007など，

分布の中心が熱帯域である魚類の複数種が越冬しているこ

とを示唆した．これらを考慮すると，当該個体も越冬した
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可能性がある．しかし，柏島産の本標本が得られた 1979

年以降，同所において本種の記録がないため，偶発的に少

数の個体が出現したと予想される．BSKU 134703と BSKU 

134704は 10月末に採集され，全長が 60–70 mm程度と小

型であるが，NSMT-P 141396や NSMT-P 141397と同様に，

越冬する可能性も考えられる．

本種は沖縄県那覇市公設市場で水揚げされた 1個体

（IOP–3474, 224.7 mm SL）に基づき，瀬能（1994）が日本

初記録として報告し，標準和名ホシヒレグロハタを提唱し

た．その後，分布の項に記したとおり，本種は琉球列島か

ら四国にかけての東シナ海や太平洋沿岸で散発的に記録が

ある．このことから，今後は黒潮流域である紀伊半島以北

の太平洋沿岸からも，本種の標本が得られる可能性がある．

Epinephelus fasciatomaculosus (Peters, 1865)

オビハタ
（Fig. 2C; Table 1）

標本　BSKU 81975，体長 229.2 mm，高知県安芸郡田野

町田野漁港（高知市弘化台の中央卸売市場で購入），1994

年 12月 3日．

記載　体は前後に伸長した楕円形で側扁し，後端に進
むにつれより強く側扁する．体高はやや高く，背鰭第 3棘

基部付近で最大となる．頭部背縁の輪郭は背鰭第 3棘基部

付近から吻端まで緩やかに下降する．両眼間隔域はやや凹

む．鼻孔は 2対で，前鼻孔と後鼻孔は互いに接近し，眼窩

の直前に位置する；両鼻孔はともに円形で，前鼻孔には皮

弁が発達する．口は端位；吻は尖り，下顎前端が上顎前端

より僅かに突出する；上顎後端は丸みを帯び，眼窩後端の

直下に達しない．両顎には不規則な 2–4列の円錐歯が並び，

それぞれ 1対の犬歯状歯がある；両顎ともに，先端部にな

るにつれて歯列が増えて幅広くなる；上顎の円錐歯は先端

部で肥大し，内側に湾曲する；口蓋骨歯がある．前鰓蓋骨

後縁は鋸歯状で，隅角部には 4本の大きな棘がある（ただ

し，右体側では 2棘）；前鰓蓋骨下縁は平滑．主鰓蓋骨棘

は 3本で，中央の棘が最も強大；上方の棘は全体が皮下に

埋没；下方の棘は基部が埋没し，先端は露出する．背鰭第

1棘基部は胸鰭基部直上のやや前方に位置し，第 3棘が最

長；棘条間の鰭膜は浅く切れ込む；軟条基部前端は肛門と

臀鰭起部の間の直上に位置する；軟条部の縁辺は丸みを帯

びる．臀鰭の棘条は第 3棘が最長；軟条部の縁辺は背鰭軟

条部と同程度に丸みを帯びる．胸鰭後縁は丸みを帯び，そ

の後端は肛門に達する．肛門は背鰭第 11棘基部とほぼ等

位．腹鰭起部は胸鰭基部直下のやや後方に位置する．尾鰭

後縁は丸みを帯びる．体側鱗は細かい櫛鱗．両唇と胸鰭腋

部は無鱗．側線鱗は管をもち，開口部は単一．

色彩　固定時（Fig. 2C）―頭部と体側の地色は褐色で，

下縁では薄い．暗褐色の斜帯が体側には 4本，尾柄に 1本

あり，尾柄部の斜帯はやや不明瞭．体側の斜帯は背鰭まで

広がり，第 1と第 2斜帯は明瞭，第 3と第 4斜帯は背鰭軟

条部では不明瞭．第 3斜帯と尾柄部の斜帯は腹面で二叉す

る．体側には痕跡的な茶褐色の斑点が散在し，体の腹面に

は斜帯と斑点はない．背鰭と胸鰭の地色は薄い茶色で，尾

鰭，臀鰭，および腹鰭は一様に茶褐色．各鰭に斑点はない．

Fig. 2. Preserved specimens of three species of Epinephelus collected from Kochi Prefecture, Japan. A, B: Epinephelus corallicola, 
[A: NSMT-P 141396 (KSHS 18099), 201.7 mm SL, Kashiwa-jima island; B: NSMT-P 141397 (KSHS 18079), 170.4 mm SL, 
Kashiwa-jima island]; C: Epinephelus fasciatomaculosus, BSKU 81975, 229.2 mm SL, Tano Port, Tano Town, Aki District; D: 
Epinephelus macrospilos, BSKU 83103, 53.6 mm SL, Tosa City. Photos by BSKU.
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分布　日本から台湾，上海以南の中国，ベトナム，フィ
リピン，およびマレーシア（サラワク州）までの西太平

洋に分布する（Randall and Heemstra, 1991; Heemstra and 

Randall, 1993; Samoilys, 2011；瀬能，2013；畑ほか，2018; 

Koeda, 2019）．日本国内では，和歌山県，高知県，鹿児島

県本土（薩摩川内市沖），大隅諸島（種子島），および長崎

県から記録がある（片山，1984；瀬能，2013；池田・中坊，

2015；畑ほか，2018；中村，2022; Motomura, 2023；本研究）．

加えて，屋久島からも本種の小型標本が得られていた（後

述）．

備考　本標本は，背鰭棘数が 11，臀鰭が 3棘 8軟条，

口蓋骨歯がある，尾鰭が円形，体側に太い茶褐色斜帯が

あり背鰭まで広がる，腹部，胸部，胸鰭，および尾鰭に

斑点がない，前鰓蓋骨隅角部に 4棘があるなどの特徴が

Randall and Heemstra (1991)，瀬能（2013），および畑ほか

（2018）が示したオビハタ E. fasciatomaculosusの標徴と一

致したため，本種に同定された．本種の分布記録は上記の

とおりであり，本報が本種の高知県および四国沿岸からの

初記録となる．

また，屋久島における本種の記録について，Motomura 

and Aizawa (2011: fig. 3A)がアオハタ E. awoara (Temminck 

and Schlegel, 1843)とした稚魚の標本写真（CMNH 15851, 

70.8 mm SL）は，Randall and Heemstra (1991)が示した背

鰭軟条部，臀鰭と尾鰭の各後縁が黄色に縁どられる，背鰭

と臀鰭の軟条部および尾鰭に淡色の小斑点をもつというア

オハタの特徴が確認できない．一方，Randall and Heemstra 

(1991)と畑ほか（2018）が示した体側に 4本，尾柄部に 1

本の太い茶褐色斜帯がある，体側の斜帯は背鰭まで伸びて

最初の 2本は顕著に濃く，腹側では二叉する，体側上部に

黄褐色の斑点が密集する，体腹面は桃色を呈するといった

オビハタの特徴が確認できる．また，Randall and Heemstra 

(1991: plate XXXV–D)が図示した本種稚魚の標本写真

（BPBM 23056, 85 mm SL）と比較しても，上記の色彩的特

徴が概ね一致した．したがって，Motomura and Aizawa (2011)

がアオハタとした標本（CMNH 15851）は，オビハタと

して分布域に含めた．その後，瀬能（2013）やMotomura 

and Harazaki (2017)は，Motomura and Aizawa (2011)のアオ

ハタの記録を引用したが，2011年以降も屋久島ではアオ

ハタは確認されていない．

瀬能（2013）はオビハタが台湾や中国南部などの大陸

棚域に分布することから，和歌山県以南の本州，四国，お

よび九州沿岸に出現することを示唆した．また，畑ほか

（2018）も四国沿岸に本種が出現する可能性に言及した．

これらの予想どおり，四国沿岸でも本種が記録された．本

種の分布は上記のとおりで，本個体は仔魚期に南方から黒

潮により輸送されて偶発的に出現したと推測され，今後も

太平洋沿岸の黒潮流域から本種の追加標本が得られる可能

性がある．

ハタ科魚類は雌雄同体の雌性先熟で，本種の雌は体長

125 mmで成熟し，体長 140–160 mmで雄へ性転換するこ

とが知られている（Randall and Heemstra, 1991; Heemstra 

and Randall, 1993; Samoilys, 2011）．また，本種の最大体長

と全長は，畑ほか（2018）が報告した鹿児島県薩摩川内

市産の個体（KAUM–I. 200001）で，それぞれ 272.3 mmと

336.0 mmである．そのため，体長 229.2 mmの本標本は雄

の成魚と判断される．

Epinephelus howlandi (Günther, 1873)

ヒレグロハタ
（Fig. 1C; Table 1）

標本　BSKU 102719，体長 164.2 mm，高知県宿毛市小

筑紫町栄喜，2009年 10月 31日，タモ網，木下幸紀．

記載　体は前後に伸長した楕円形でやや側扁し，後端
に進むにつれより強く側扁する．体高はやや高く，背鰭第

4棘基部付近で最大となる．頭部背縁の輪郭は背鰭第 4棘

基部付近から吻端まで緩やかに下降する．両眼間隔域は平

坦．鼻孔は 2対で，前鼻孔と後鼻孔は互いに接近し，眼窩

の直前に位置する；両鼻孔はともに円形で，前鼻孔には皮

弁が発達する．口は端位；吻はやや丸みを帯び，下顎前端

が上顎前端より僅かに突出する；上顎後端は丸みを帯び，

眼窩後端の直下に達する．両顎には不規則な 2–4列の円錐

歯が並び，それぞれ 1対の犬歯状歯がある；両顎ともに，

先端部になるにつれて歯列が増えて幅広くなる；上顎の円

錐歯は先端部で肥大し，内側に湾曲する；口蓋骨歯がある．

前鰓蓋骨後縁は鋸歯状で，後縁上部では細かく，後縁下部

から隅角部に向かい粗くなる；前鰓蓋骨下縁は平滑．主鰓

蓋骨棘は 3本で，中央の棘が最も強大；上下の棘は基部が

皮下に埋没し，先端が僅かに露出する．間鰓蓋骨と下鰓蓋

骨の間に明瞭な欠刻はない．背鰭第 1棘基部は胸鰭基部直

上のやや前方に位置し，第 3棘が最長；棘条間の鰭膜は浅

く切れ込む；軟条基部前端は臀鰭第 2棘基部とほぼ等位；

軟条部の縁辺は丸みを帯びる．臀鰭の棘条は第 2棘が最長；

軟条部の縁辺は背鰭軟条部と同様に丸みを帯びる．胸鰭後

縁は丸みを帯び，その後端は肛門に達する．肛門は背鰭第

9棘基部とほぼ等位．腹鰭起部は胸鰭基部直下のやや後方

に位置する．尾鰭後縁は丸みを帯びる．体側鱗は細かい円

鱗．両唇と胸鰭腋部は無鱗．側線鱗は管をもち，開口部は

単一（ただし，側線は損傷しているため一部が不明瞭）．

色彩　生鮮時（Fig. 1C）―頭部は濃い茶褐色．体側の

地色は薄い褐色で腹側に向かいより薄くなり，下縁と体の

腹面は白色．尾柄部の地色は一様に白い．頭部には褐色斑

点が散在する．上顎を除いた褐色斑点はいずれも円形であ

り，大きさは瞳孔大かそれより小さい．上顎の褐色斑点は
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不定形．上顎とその後方，下顎とその下方に白色斑点があ

る．体の背縁には背鰭基部までまたがる黒色から褐色で不

定形の斑紋が 3個と，尾柄上部に褐色の鞍状斑が 1個ある．

背鰭第 9–11棘にかかる黒色斑点が最も大きい．体側には

瞳孔大かそれより小さな円形褐色斑点が散在し，それらの

輪郭はやや不明瞭．背鰭の地色は乳白色で，背鰭全体に円

形の褐色斑点がある．胸鰭は黒みを帯び，目立った斑点は

ない．腹鰭の地色は白色で，少数の褐色点が散在する．臀

鰭軟条部後方には褐色点が少数あり，尾鰭には褐色斑点が

散在する．臀鰭軟条部後縁と尾鰭後縁は黒みを帯びる．腹

鰭を除いた各鰭の縁辺は淡色で縁どられる．

固定後―頭部，体側，および各鰭に散在する斑点は顕

著に残る．各鰭の黒色部分は退色し，鰭膜は全体的に色が

くすむ．

分布　日本からミクロネシア，サモア諸島，オースト
ラリアまでの西太平洋で知られ，ロード・ハウ島が南限

である（Randall and Heemstra, 1991; Heemstra and Randall, 

1993; Kulbicki, 2011；瀬能，2013）．日本国内では小笠原諸

島（父島），高知県，愛媛県，大隅諸島（屋久島），琉球列

島（喜界島，奄美大島，沖永良部島，与論島，沖縄島，石

垣島）から記録がある（片山，1984；太田・工藤，2007；

高木ほか，2010；三浦，2012；瀬能，2013；桜井，2014，

2019；佐々木ほか，2014; Nakae et al., 2018；吉野・瀬能，

2018; Motomura and Uehara, 2020; Fujiwara and Motomura, 

2020；下瀬，2021；本研究）．

備考　本標本は，背鰭棘数が 11，臀鰭が 3棘 8軟条，

口蓋骨歯がある，尾鰭が円形，体の背縁に濃色斑紋があ

る，体側に円形の褐色斑点が散在するが網目模様を形成し

ない，胸部および腹部に褐色斑点がない，各鰭の縁辺が淡

色，間鰓蓋骨と下鰓蓋骨間に明瞭な欠刻がないなどの特徴

が Randall and Heemstra (1991)，瀬能（2013），および桜井

（2014）が報告したヒレグロハタ E. howlandiの標徴と一致

したため，本種に同定された．本種の分布記録は上記のと

おりであり，本報が本種の高知県初記録となる．

本種はホシヒレグロハタと体側や各鰭の地色，体側に

瞳孔より小さな褐色斑点が散在するなどの特徴で類似する

が，成魚では吻端が尖らず丸みを帯びる（vs.尖る），体側

の褐色斑点が一様に分布する（vs.斜めに配列する），腹部，

胸部，および胸鰭に褐色斑点がない（vs.ある），間鰓蓋骨

と下鰓蓋骨の間に明瞭な欠刻がない（vs.ある）などの特

徴から識別できる（瀬能，2013；桜井，2014; Fig. 2A, B）．

本種は全長 250 mmで性成熟するとされ（Kulbicki, 

2011），本標本（全長 205.8 mm）は未成魚と判断される．

高木ほか（2010: 189）が報告した愛媛県南宇和郡愛南町深

浦港産の個体は全長 440 mmで，Kulbicki (2011)が示した

最大全長 440 mmと等しく，複数年越冬した可能性が高い．

そのため BSKU 102719は，同町に隣接する高知県宿毛市

で採集され，全長約 200 mmであることを考慮すると，同

様に越冬したものと考えられる．また，分布の項に記した

とおり，九州以北で本種が出現した例は非常に少ない．

Epinephelus macrospilos (Bleeker, 1855)

キビレハタ
（Figs. 1D, 2D；Table 1）

標本　2標本（体長 53.6–114.7 mm）：BSKU 83103，体

長 53.6 mm，高知県土佐市宇佐町竜，白ノ鼻，1996年 12

月 11日；BSKU 86400，体長 114.7 mm，高知県土佐市宇

佐町竜，竜の浜，1999年 5月 2日．

記載　体は前後に伸長した楕円形でやや側扁し，後端
に進むにつれより強く側扁する．体高はやや低く，背鰭

第 3–4棘基部付近で最大となる．頭部背縁の輪郭は背鰭第

3–4棘基部付近から眼窩後端まで緩やかに下降したのち，

眼窩から吻端にかけてより強く下降する．両眼間隔域は平

坦．鼻孔は 2対で，前鼻孔と後鼻孔は互いに接近し，眼窩

の直前に位置する；両鼻孔はともに円形で（BSKU 83103

では後鼻孔が楕円形），前鼻孔には皮弁が発達する．口は

端位；吻は尖り，下顎前端が上顎前端より僅かに突出する；

上顎後端は丸みを帯び，眼窩後端の直下を僅かに越える．

両顎には不規則な 2–4列の円錐歯が並び，それぞれ 1対の

犬歯状歯がある（BSKU 83103は犬歯状歯が未発達）；両

顎ともに，先端部になるにつれて歯列が増えて幅広くなる；

上顎の円錐歯は先端部で肥大し，内側に湾曲する；口蓋骨

歯がある．前鰓蓋骨後縁は鋸歯状で，後縁上部では細かく，

後縁下部から隅角部に向かい粗くなる；前鰓蓋骨下縁は平

滑．主鰓蓋骨棘は 3本で，中央の棘が最も強大；上方の棘

は全体が皮下に埋没；下方の棘は基部が埋没し，先端は露

出する．背鰭第 1棘基部は胸鰭基部とほぼ等位かやや前方

に位置し，背鰭第 4棘が最長；棘条間の鰭膜は浅く切れ込

む；軟条基部前端は臀鰭起部とほぼ等位；軟条部の縁辺は

丸みを帯びる．臀鰭の棘条は第 2棘が最長；軟条部の縁辺

は背鰭軟条部と同様に丸みを帯びる．胸鰭後縁は丸みを帯

び，その後端は肛門に達する．肛門は背鰭第 9棘基部とほ

ぼ等位（BSKU 83103は背鰭第 10棘基部とほぼ等位）．腹

鰭起部は胸鰭基部直下の後方に位置する．尾鰭後縁は丸み

を帯びる．体側鱗は細かい円鱗．両唇と胸鰭腋部は無鱗．

側線鱗は管をもち，開口部は単一．

色彩　生鮮時（Fig. 1D）―頭部は濃い茶褐色．体側の

地色は茶褐色で，腹側に向かいやや薄くなる．頭部では後

頭部，鰓蓋，眼窩の後方，上顎後端付近に褐色斑点が散在

する．上顎後端付近の褐色斑点は不定形．上顎後端の後

部に不定形の白色斑点がある．体の背縁には背鰭基部に

またがる褐色斑紋が複数個（BSKU 83103は 4個，BSKU 

86400は 6個）と尾柄上部に褐色の鞍状斑があり，これら
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の斑紋は円形から横に長い楕円形．体側には輪郭がやや不

明瞭で大小様々な円形褐色斑点が散在する．BSKU 86400

では体側上に均一に散在し，BSKU 83103では側線に沿っ

て並び，加えて体側下部および鰓孔付近に小さな褐色斑点

がある．また，肛門直上に不定形の白色斑点がある．尾柄

部中央には円形で瞳孔大の薄く不明瞭な褐色斑点がある．

BSKU 83103は尾柄下部に不定形の白色斑点がある．背鰭

の地色は茶褐色で背鰭棘部前部および後部に不定形の褐色

斑点があり（BSKU 83103ではない），中央部から後部に

かけて小麦色．軟条部には円形の褐色斑点があり，縁辺は

黄色みを帯びる．胸鰭は一様に濃褐色で，基部とその前方

には不定形の白色斑点がある．白色斑点の上部には 2個の

褐色斑点がある（BSKU 83103にはない）．腹鰭は先端か

ら中央部までは濃い茶色で，基部は薄い褐色．臀鰭の地色

は茶褐色で，軟条基部前端に白色斑点がある．また，軟

条部の縁辺に沿って褐色斑点がある（BSKU 83103ではな

い）．尾鰭は基部下端および尾鰭中央部に褐色斑点があり

（BSKU 83103では尾鰭中央部に褐色斑点はない），基部の

上下に小麦色斑紋がある（BSKU 83103では白色）．尾鰭

後縁は茶褐色で，それ以外の部分は薄い褐色．各鰭の縁辺

は淡色で縁どられ，背鰭軟条部と尾鰭での淡色の縁取りは

黄色みを帯びる．

固定後（Fig. 2D）―斑点が顕著に残る．背鰭および尾

鰭の黄色は脱色し，白色半透明となる．

分布　インド・太平洋の広い範囲から記録されており，
南アフリカ，モザンビークからスリランカ，ミクロネシ

ア，マルケサス諸島，日本から台湾南部，オーストラリア

（グレートバリアリーフ），ニューカレドニアにかけて分

布する（Randall and Heemstra, 1991; Heemstra and Randall, 

1993; Heemstra et al., 2011a；瀬能，2013；阪本ほか，2018; 

Koeda, 2019；冨森ほか，2020）．日本国内では，小笠原諸島，

和歌山県，高知県，宮崎県，大隅諸島（種子島），トカラ

列島（平島），琉球列島（喜界島，奄美大島，沖永良部島，

与論島，沖縄島，伊江島，渡嘉敷島）から記録がある（片

山，1984；渡井ほか，2009；三浦，2012；瀬能，2013；桜

井，2014，2019; Hata et al., 2016; Nakae et al., 2018；吉野・

瀬能，2018；阪本ほか，2018; Motomura and Uehara, 2020; 

Fujiwara and Motomura, 2020；中村・本村，2020；冨森ほか，

2020；下瀬，2021; Motomura, 2023；本研究）．

備考　本 2標本は，背鰭棘数が 11，臀鰭が 3棘 8軟条，

口蓋骨歯がある，尾鰭後縁が円形，眼窩から吻端にかけて

傾斜が強まる，瞳孔大の褐色斑が散在する，背鰭軟条部

および尾鰭縁辺は黄色などの特徴が Randall and Heemstra 

(1991)，瀬能（2013），および桜井（2014）が示したキビ

レハタ E. macrospilosの標徴と一致した．加えて，本 2標

本は Randall and Heemstra (1991: fig. 94, 55 mm SL)と桜井

［2019: 90 (KAUM–I. 42279, 57.1 mm SL)］が図示した本種

の稚魚と比較して，上顎後端の後部胸鰭起部，肛門直上，

臀鰭，尾柄下部（BSKU 83103のみ），尾鰭基部の上下に

白色斑紋が配置し（ただし，BSKU 86400の尾柄基部上下

は小麦色斑紋），そして大小様々な褐色斑点が散在するこ

とで概ね一致したため，本種に同定された．本種の分布記

録は上記のとおりであり，本報が本種の高知県および四国

沿岸からの初記録となる．

渡井ほか（2009）は慶良間諸島渡嘉敷島からホシヒレ

グロハタ（KPM-NI 22129）を報告したが，当該標本は側

線有孔鱗数が 52，胸鰭軟条数が 19，体長 50 mmですでに

大きな円形暗色斑点を体側にもつなどの特徴から，瀬能

（2013）により本種と確認された．したがって，本報では

慶良間諸島渡嘉敷島を本種の分布域に含めた．

片山（1984）は本種では背鰭軟条部と尾鰭縁辺に

加えて胸鰭縁辺も黄色としたが，生鮮時の写真がある

BSKU 86400にはそのような特徴が確認できなかった．

Randall and Heemstra (1991)や Heemstra and Randall (1993)，

Heemstra et al. (2011a)，桜井（2014），阪本ほか（2018），

冨森ほか（2020）は，本種における体側の網目模様につい

て，インド洋産の標本にはあるが，日本を含めた太平洋産

のものにはないとした．また，Heemstra and Randall (1993)

と Heemstra et al. (2011a)はインド洋産の標本の下顎下部に

は褐色斑点があるが，太平洋産のものにはないとした．本

2標本は体側に網目模様をもたず，下顎下部の褐色斑点が

確認できないため，上記の太平洋産の標本の特徴に一致す

る．しかし，三浦（2012: 29）が図示した沖縄島産の個体

や阪本ほか（2018）が報告した宮崎県産の個体（KPM-NI 

44428, 312.1 mm SL），吉野・瀬能（2018: 134）が図示し

た伊江島で撮影された水中写真，および Koeda (2019: 627)

が図示した台湾産の標本写真（NMMB-P 29689, 265 mm 

SL）は，体側に網目模様を形成しない太平洋産の標本の

特徴と一致するが，下顎下部には褐色斑点が分布する点

で異なる．このことから，Heemstra and Randall (1993)と

Heemstra et al. (2011a)がインド洋産標本の特徴とした下顎

下部の褐色斑点は，地理的変異でないことが示唆される．

本種は全長 340 mmで性成熟するとされるため（Hee-

mstra et al., 2011a），本 2標本（全長 66.3 mm，144.8 mm）

はどちらも未成魚と判断される．BSKU 83103は 12月に

採集され，全長 66.3 mmと小さいが，BSKU 86400は 5月

に採集され，全長 144.8 mmとやや大きい．また，阪本ほ

か（2018）は宮崎県から得た個体が，仔魚期に黒潮により

輸送され，沿岸に着底後に成長したことを示唆した．これ

らを考慮すると，高知県でも本種が着底後に成長し，越冬

することは可能であると考えられる．

Epinephelus melanostigma Schultz, 1953

スミツキハタ
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（Fig. 1E, F；Table 1）

標本　2標本（体長 27.4–45.2 mm）：BSKU 67188，体長

27.4 mm，高知県室戸市佐喜浜町尾崎，2003年 11月 13日；

KPM-NI 40220，体長 45.2 mm，静岡県伊東市富戸，伊豆

海洋公園，水深 5.0 m，2016年 1月 24日，髙瀬　歩．

記載　体は前後に伸長した楕円形で側扁し，後端に向
かい強く側扁する．体高は低く，背鰭第 1棘基部付近で

最大となる．頭部背縁の輪郭は背鰭基部前端付近から吻端

まで緩やかに下降する．両眼間隔域は平坦か僅かに凹む．

鼻孔は 2対で，前鼻孔と後鼻孔は互いに接近し，眼窩の直

前に位置する；両鼻孔はともに円形で，前鼻孔には皮弁が

発達する．口は端位；吻はやや丸みを帯び，下顎前端が上

顎前端より僅かに突出する；上顎後端は丸みを帯び，眼窩

後端の直下を越える．両顎には不規則な 2–4列の円錐歯が

並び，それぞれ 1対の犬歯状歯がある；両顎ともに，先端

部になるにつれて歯列が増えて幅広くなる；上顎の円錐歯

は先端部で肥大し，内側に湾曲する；口蓋骨歯がある．前

鰓蓋骨後縁は鋸歯状で，後縁上部では細かく，後縁下部に

向かい粗くなり，隅角部は尖る（KPM-NI 40220は後縁下

部から隅角部になるにつれて鋸歯が粗くなる）；前鰓蓋骨

下縁は平滑．主鰓蓋骨棘は 3本で，中央の棘が最も強大；

上下の棘は基部が皮下に埋没し，先端は僅かに露出する．

背鰭第 1棘基部は胸鰭基部とほぼ等位かやや後方に位置

し，背鰭第 3棘または背鰭第 4棘が最長；棘条間の鰭膜は

浅く切れ込む；軟条基部前端は臀鰭起部とほぼ等位；軟条

部の縁辺は丸みを帯びる．臀鰭の棘条は第 2棘が最長；軟

条部の縁辺は背鰭軟条部と同様に丸みを帯びる．胸鰭後縁

は丸みを帯び，その後端は肛門に達する．肛門は背鰭第 9

棘基部とほぼ等位．腹鰭起部は胸鰭基部直下のやや後方に

位置する．尾鰭後縁は丸みを帯びる．体側鱗は細かい櫛鱗．

両唇と胸鰭腋部は無鱗．側線鱗は管をもち，開口部は単一．

色彩　生鮮時（Fig. 1E, F）―頭部および体側の地色は

一様に褐色．背鰭中央部の第 8–11棘基部付近に体の背縁

から背鰭中央部にまたがる 1黒色斑がある．鰓蓋および体

側には五角形から六角形の明瞭な褐色斑点（以下多角形褐

色斑点）が密集し，網目模様を形成する．多角形褐色斑点

は白色線で縁どられ，鰓蓋では瞳孔より小さく，体側では

瞳孔大かそれよりやや大きい．腹部，臀鰭基底付近，およ

び尾柄下部には瞳孔よりやや小さな円形褐色斑点が散在

し，網目模様は形成しない．背鰭棘条部の地色は茶褐色

で，軟条部は半透明で薄い褐色（KPM-NI 40220では軟条

部の地色が乳白色）．軟条部には円形から不定形の褐色斑

点がある．胸鰭は不定形の褐色点が並び，3本の白色横線

が走る（KPM-NI 40220では白色横線がない）．腹鰭は半

透明で薄い褐色（KPM-NI 40220では白色に薄い褐色点が

ある）．臀鰭は半透明で薄い褐色，基底付近では薄い褐色

みを帯び（KPM-NI 40220では乳白色の地色で縁辺が濃褐

色），円形から不定形の褐色斑点がある．尾鰭は基部に不

定形の褐色斑点があり，中央部から後縁は不定形の褐色点

が並ぶ．胸鰭および腹鰭を除いた各鰭の縁辺は淡色で縁ど

られる（KPM-NI 40220のみ）．

固定後―背鰭基底中央の黒色斑は顕著に残り，腹部，

尾柄下部，胸鰭，および尾鰭の褐色斑点は僅かに残る

（KPM-NI 40220では顕著に残る）．鰓蓋や体側に密集した

多角形褐色斑点は消滅する（KPM-NI 40220では顕著に残

る）．

分布　アフリカ南部のインド洋沿岸から中部太平洋ま
で広く分布し，南アフリカ（クワズール・ナタール州），

モザンビーク，モーリシャスから日本，台湾南部，パプア

ニューギニア（ブーゲンビル島）を経てクック諸島，ラ

イン諸島にかけて記録がある（Randall and Heemstra, 1991; 

Heemstra and Randall, 1993; Heemstra et al., 2011b； 瀬 能，

2013; Koeda, 2019）．日本国内では，小笠原諸島，静岡県，

高知県，大隅諸島（種子島，屋久島，竹島，口永良部島），

琉球列島（喜界島，奄美大島，徳之島，沖永良部島，沖縄島，

西表島，与那国島），大東諸島（南大東島）から記録があ

る（片山，1984；吉郷，2004；三浦，2012；瀬能，2013；

荻原，2013；木村ほか，2014; Koeda et al., 2016; Nakae et 

al., 2018; Mochida and Motomura, 2018；桜井，2019；下瀬，

2021; Motomura, 2023；本研究）．

備考　本 2標本は，背鰭棘数が 11，臀鰭が 3棘 8軟

条，口蓋骨歯がある，尾鰭後縁が円形，背鰭基底中央に

明瞭な 1黒色斑がある，体側や頭部に明瞭な褐色斑点が

密集した多角形の網目模様がある，および腹部の円形斑

点をもつなどの特徴が，Schultz et al. (1953)や Randall and 

Heemstra (1991)，瀬能（2013）が示したスミツキハタ E. 

melanostigmaの標徴と一致したため，本種に同定された．

本種の分布記録は上記のとおりであり，BSKU 67188は

本種の高知県および四国沿岸からの初記録となる．また，

KPM-NI 40220は静岡県および本州沿岸からの初記録であ

り，本種の分布の北限記録を更新する．

荻原（2013: 73）がホウセキハタ E. chlorostigma (Valen-

ciennes, 1828)とした大隅諸島竹島で撮影された水中写真

は，Jeong and Motomura (2021)によって本種の誤同定であ

ることが指摘された．したがって，本報では大隅諸島竹島

を本種の分布域に含めた．

BSKU 67188について，亀田ほか（2005）は背鰭基底に

1黒色斑と体側に褐色斑点があるという特徴から，スミツ

キハタもしくはヒトミハタ E. tauvina (Fabricius, 1775)の可

能性が高いとしたが，両種の成長に伴う褐色斑点の形状の

変化が不明なため，マハタ属の一種 Epinephelus sp.として

報告した．両種の体側における色彩について，桜井（2014: 

156, 2019: 93）が図示したヒトミハタの稚魚（KAUM–I. 
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46102, 80.1 mm SL）は円形の褐色斑点が散在し，小型個

体ほど褐色斑点の間隔が広い．一方，桜井（2019: 91）が

図示したスミツキハタの稚魚（KAUM–I. 122635, 41.0 mm 

SL）は体側上部に明瞭な多角形褐色斑点が密接した網目

模様となることから，成長に伴った褐色斑点の変化は認め

られない．以上より，体側上部に明瞭な多角形褐色斑点が

密接し，網目模様を形成するといった色彩的特徴を有する

ことから，小型標本である BSKU 67188をスミツキハタと

同定した．

スミツキハタのインド洋での分布は局所的であるため，

類似種との分類学的な混乱が考えられる（Heemstra and 

Randall, 1993；瀬能，2013）．本種は特にヒトミハタと背

鰭基底中央に 1黒色斑がある，体側や頭部，各鰭に褐色斑

点が密に存在する特徴で類似するが，眼の直前で吻が隆起

しない（vs.隆起する），体側の褐色斑点が網目模様となる

（vs.ならない），体側の褐色斑点の輪郭が明瞭（vs.不明瞭）

などの相違点から識別できる（瀬能，2013；桜井，2014）．

本 2標本はそれぞれ単独で採集され，全長が 34.5 mm

と 57.4 mmの稚魚であり，本種の分布の中心が熱帯域で

あることから無効分散の可能性が高い．
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